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Case Study: 複合機（MFP）
事業管理と連動したSCM/S&OP
事業環境と問題点

改革の概要

Case Study: QUNIE SCM/S&OP

これまでのSCMの取り組み
により、在庫削減等には成
功していましたが、事業環境
が変化する一方、オペレー
ションが環境変化に追従で
きず、事業予算と実績が乖
離し先行きを見通せなくなっ
ていました。

MFP既存ビジネスの
成熟化・成長鈍化

ソリューションビジネ
スへのシフト加速

予算と実績の乖離
先行き不透明

生産フレキシビリティ
の低下

事業予算とのギャップ対応を強化した
SCM改革

狙い
• グループ連結で数量、売
上/利益の可視化

• 事業予算/実績・見通し、
ギャップ把握

• 予算達成に向けた早期
販売施策検討と、供給
体制の決定

主要施策
• 長期PSI計画の予算化
• PSI計画の予算対比
（数量⇒金額変換）

損益

時間

事業予算現在

実績

着地見込み

ギャップ
把握 打ち手

決定

＊PSI：Production/Purchase (生産/仕入), Sales(販売) ,Inventory(在庫)
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Why QUNIE ?

事業予算と着地見込みとのギャップ把握

SCM/S&OPの方法論だけではなく、豊富な実現経験や経験に基づく現場感覚が評価
されました。

SCP/S&OP(同一システム基盤)
SCPとS&OPを同一システム
基盤とし、数量計画と金額
計画の一貫性を保ちながら
事業予算と着地見込みとを
対比（数量、モノに紐づく
金額）する仕組みを実現し
ています。

グループ連結で数量と金額
の整合がとれた予算立案を
徹底し、金額予算の立案
根拠を明確にしています。
モノに紐づく金額を明確に分
け、生産と販売が同じスコー
プで議論し、販売施策検討、
供給体制を決定できるよう
にしています。
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S&OP会議・打ち手検討・意思入れ
販社:販売施策検討、生産:供給体制決定

販社と生産のPSI
を連携。
数量整合性を確保。

予算立案に必要
な期間の長期PSI
を立案。
予算根拠明確化。

サービスを除くモノ
関連PSIから予算
化。数量と金額
予算整合性確保。

事業予算と着地
見込みのスコープ
を統一。販社・生
産の土俵合わせ。

ERP

＊SCP：Supply Chain Planning


